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管理本部長  

 
小  島  正  也 

 （ＴＥＬ ０３－５５３９－２３４１） 

 

(開示事項の変更)「子会社の合併および存続会社の商号変更に関するお知らせ」の 

一部変更（新会社商号の変更）について 

 

当社は、2019年10月25日に公表しました「子会社の合併および存続会社の商号変更に関するお知らせ」につきまし

て、開示事項の一部に変更が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、2020年２月１日に予定しております子会社の合併スケジュールにつきましては、変更ございません。 

 

１． 変更の内容 

 変更内容は以下のとおりです。（変更箇所は下線で表示） 

 

【変更前】 

（２）合併の方式 

①スリープロを存続会社とする吸収合併方式で、WELLCOM IS、JBMクリエイトは解散致します。 

②オー・エイ・エスを存続会社とする吸収合併方式で、ヒューマンウェアは解散致します。 

＊なお、2020年２月１日付けで合併子会社は下記の通り商号（社名）を変更致します。 

セグメント 主な事業内容 合併前 合併後（新社名） 

 

 

BPO事業 

 

 

導入・設置・交換・保守支援 

コンタクトセンター運用及び 

スタッフ支援 

営業代行・販売支援 

スリープロ 

WELLCOM IS 

JBMクリエイト 

 

ギグワークスソリューションズ株式会

社（予定） 

システム・エンジニアリング開発受託、

技術者派遣事業 

オー・エイ・エス 

ヒューマンウェア 

ギグワークステクノロジー株式会社

（予定） 

 

 

４．合併後の状況① 

(１)商号 ギグワークスソリューションズ株式会社（予定）（旧商号：スリープロ株式会社） 

(２)本店所在地 東京都港区虎ノ門２－１０－１  

(３)代表者の役職・氏名 
代表取締役 彦坂 昌彦 

代表取締役 福田 和男 

(４)事業内容 ＩＴを軸としたＢＰＯ事業 

(５)資本金の額 100百万円 



 

４．合併後の状況② 

 

 

【変更後】 

（２）合併の方式 

①スリープロを存続会社とする吸収合併方式で、WELLCOM IS、JBMクリエイトは解散致します。 

②オー・エイ・エスを存続会社とする吸収合併方式で、ヒューマンウェアは解散致します。 

 

＊なお、2020年２月１日付けで合併子会社は下記の通り商号（社名）を変更致します。 

セグメント 主な事業内容 合併前 合併後（新社名） 

 

 

BPO事業 

 

 

導入・設置・交換・保守支援 

コンタクトセンター運用及び 

スタッフ支援 

営業代行・販売支援 

スリープロ 

WELLCOM IS 

JBMクリエイト 

 

ギグワークスアドバリュー株式会社 

システム・エンジニアリング開発受託、

技術者派遣事業 

オー・エイ・エス 

ヒューマンウェア 

ギグワークスクロスアイティ株式会社 

 

４．合併後の状況① 

 

４．合併後の状況② 

(６)決算日 10月31日 

(１)商号 ギグワークステクノロジー株式会社（予定）（旧商号：オー・エイ・エス株式会社） 

(２)本店所在地 東京都港区虎ノ門２－１０－１  

(３)代表者の役職・氏名 
代表取締役 太田 義明 

代表取締役 山本 剛也 

(４)事業内容 システム・エンジニアリング開発受託、技術者派遣事業 

(５)資本金の額 100百万円 

(６)決算日 10月31日 

(１)商号 ギグワークスアドバリュー株式会社（旧商号：スリープロ株式会社） 

(２)本店所在地 東京都港区虎ノ門２－１０－１  

(３)代表者の役職・氏名 
代表取締役 彦坂 昌彦 

代表取締役 福田 和男 

(４)事業内容 ＩＴを軸としたＢＰＯ事業 

(５)資本金の額 100百万円 

(６)決算日 10月31日 

(１)商号 ギグワークスクロスアイティ株式会社（旧商号：オー・エイ・エス株式会社） 

(２)本店所在地 東京都港区虎ノ門２－１０－１  

(３)代表者の役職・氏名 
代表取締役 太田 義明 

代表取締役 山本 剛也 

(４)事業内容 システム・エンジニアリング開発受託、技術者派遣事業 



 

２． 変更の理由 

2019年10月25日の公表以降、社内外で様々な意見をいただく中で、今回の社名に変更することにいたしました。 

 

３．今後の見通し 

今回の子会社再編は100%子会社同士の合併でありますので、連結業績に与える影響は軽微であります。  

 

以 上 

(５)資本金の額 100百万円 

(６)決算日 10月31日 


